
P173 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

音楽科の鑑賞活動における
概念的理解の深化を促す授業実践の検討

―関連づけを促す発問の影響について―

溝口朗央（東京大学大学院）
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問題と目的

メディアの発達と普及により，音楽の「聴き

方」が多様化し，日常生活の中で音楽に触れる

ことが容易になったが，音楽科の鑑賞活動に対

して，苦手意識を持つ生徒は多い（国立教育政

策研究所， ）。音楽科の鑑賞活動では，生徒

に音楽を聴かせ，教師が楽曲の歴史的背景を教

示し，感想を書かせる，という授業実践が一般

的であり（今， ），言語活動を取り入れるこ

とで生徒の主体性を引き出したり，音楽経験に

対する理解が深まったりする一方で，記述させ

ることを目的とした授業にとどまっていること，

また音楽に対する理解と文章自体の評価が混同

されていることが課題とされてきた。

そこで，楽曲に関する思考プロセスの１つと

して，「諸要素とその変化」「楽曲の感情的性格」

「文脈的情報」といった楽曲の構成要素や既有

知識が関連づけられることを想定し，これを「音

楽の概念的理解の深化」として定義した。本研

究では，この概念的理解の深化に対して，楽曲

の構成要素間の関連づけを促す発問が，どのよ

うな影響を与えるのかについて検討することを

目的とする。

方 法

調査対象者と実施時期 福岡県内の公立中学校

１年生 名（実験群 名，統制群 名）で

あった。実施時期は 年 月下旬から 月

上旬にかけてであった。

調査内容と手続き 事前調査，２コマの授業，

事後調査の順に行った。事前・事後調査では，

初めて聴取した音楽（事前は，くるみ割り人形

より「行進曲」，事後は「流浪の民」）について，

自由に記述させた。授業ではシューベルト作曲

「魔王」を取り上げ，生徒は，音楽から想像さ

れること，音楽の諸要素の変化，登場人物の特

徴について，それぞれ考えを深めた。その後，

音楽の構成要素間の関連づけを行う際，授業者

が関連づけを促すような発問をした実験群と，

授業者によって構成要素間の関連づけを行う統

制群の２群を設定し，授業前後の自由記述の変

化を比較・検討した。

結果と考察

事前・事後調査の自由記述を，関連づけに関

する水準として，楽曲の構成要素のうち①１項

目について記述している，②複数の項目を並列

に記述している，③複数の項目を関連づけて記

述している，という３つに分類した。

事前・事後調査における人数分布の群間差に

ついて， の直接確率計算法 両側検定 を

用いて検討したところ，どちらも有意差は見ら

れなかった（ ）。

事前・事後調査間での各群内の人数分布の変

化について検討した 検定 ところ，両

群ともに有意であった（実験群： ＜ 統制

群： ）。さらに特徴的な水準間の移動を検

討するため下位検定を行った結果，実験群では

水準２から３（ ＜ ）で有意，統制群では水

準１から３（ ），２から３ で有意

傾向であった（ 参照）。

以上の結果から，それぞれの音楽の構成要素

について理解を深めた上で関連づける授業構成

が，音楽の概念的理解の深化に対して有効であ

ることが明らかになった。また，事前調査の段

階で音楽を多方向から捉えていた生徒には「な

ぜそのように感じたのか？」といった根拠を尋

ねる発問をすること，音楽を特定の方向から捉

えていた生徒には，教師によって関連づけの教

示を行うことが，音楽の概念的理解の深化に対

して効果的であることが示唆された。

また，授業過程の分析から，歌詞がある楽曲

では，音楽に付随する情報を適切に理解，解釈

することが，関連づけの促進につながることが

示唆された。

各群の自由記述における水準変化

後 実験群 統制群

前 計 計

計
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中学生における学習先延ばし行動と生活習慣

○松本瑠蘭（聖徳大学大学院） 相良順子（聖徳大学）
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問題と目的

学習先延ばし行動は，主観的な不安や不快感を

経験する時点まで，不必要に課題を遅らせる行為

と定義されている（ ）。松

本・相良（ ）は，中学生を対象に調査した結

果，学級の雰囲気が良いと学習先延ばし行動を抑

制することを報告し，学習先延ばし行動における

環境面の影響を示唆した。

しかし中学生の環境は，学級だけではなく家庭

も含まれる。豊田 ）は，基本的生活習慣や学

習習慣は，学業成績との関連が強いことを報告し

ていることから，基本的生活習慣は学習先延ばし

行動の関連要因の一つであると予想できる。しか

しこれまで学習先延ばし行動との関連は検討され

ていないため，基本的生活習慣の影響を検討する。

方 法

調査対象者 都内公立中学校計４校， 年生から

年生までの中学生男女 名。

調査内容 ①フェイスシート 学年・性別 。②教

研式はびっと基本的生活習慣検査中学生用

（青木・真仁田・沢崎 ）， 項目 件法。③

達成目標傾向尺 ）

項目 件法。④中学生用学習課題先延ばし行動測

定尺度（藤田・仲澤 ）， 項目 件法。⑤将

来志向性尺度（山上・相良 ）， 項目 件法。

手続き 質問紙の配布と回収は，中学校に依頼し，

調査はクラスごとに空き時間を利用し，担任によ

り集団で実施された。所要時間は 分程度。

倫理的配慮 第一著者が所属する大学の「ヒュー

マンスタディに関する倫理審査委員会」の承認を

得て実施した。

結果と考察

因子分析

本研究では教研式はびっと基本的生活習慣検

査中学生用から， 項目を使用したため，新規尺

度とし，探索的因子分析（最尤法，プロマックス

回転）を行った。因子負荷量が 以下を削除し

た結果， 因子 項目が抽出され，第一因子を「生

活習慣」，第二因子を「自主的学習」と命名した

（ ）。累積寄与率は， ％であり，因子

間相関はｒ＝ であった。

基本的生活習慣における性差と学年差

基本的生活習慣の各下位尺度「生活習慣」「自主

的学習」をそれぞれ従属変数，学年と性別を独立

基本的生活習慣の因子分析の結果

変数とし，二要因分散分析を行った。その結果，

生活習慣では，交互作用 が認められた

。単純主効果の結果，女子

では 年生よりも 年生の方が得点が高く

， 年生と 年生とでは男

子よりも女子の方が得点が有意に高かった

。

年生女子の得点が低い理由として，学習より友

人関係等に敏感な時期であるためと考えた。

一方，自主的学習は，性別の主効果 男子 女子

のみ認められた ） 。

生活習慣における交互作用の結果

学習先延ばし行動と基本的生活習慣の関係

学習先延ばし行動は性差がなく，学年差が有意

だった。そこで学習先延ばし行動を従属変数，基

本的生活習慣の下位尺度を独立変数とし重回帰分

析 学年を統制変数 を行った。生活習慣 β＝

自主的学習 β＝ に負の関連が

見られた 。したがって，学習先延ばし行

動を抑制する要因であることが示唆された。

項　目　内　容 Ⅰ Ⅱ
生活習慣（α ＝.714,
 9. 見る時間を決めてテレビを見ていますか（テレビを見ない人は答えなくてよい）。
12. 勉強や読書をするとき，良い姿勢をしていますか。
11. 外出するときは，帰る時刻を家の人に言って出かけますか。
14. 家で勉強するとき，何時から何時まで何を勉強するかを決めていますか。
 7. 毎晩，決まった時刻に寝ていますか。
15. 勉強机の上をきれいにしていますか。
 4. 毎朝，決まった時刻に自分で起きますか。
13. 服をきちんと着るなど，身なりに気を付けていますか。
自主的学習（α ＝.825,
 3. 家では，人に言われなくても自分で勉強しますか。
20. 家では，自分から進んで勉強していますか。
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